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令和７年 10 月 30 日（木） 

午後５時３０分～７時４５分 

於 サウスピア 武蔵浦和コミュニティセンター第８・９集会室 

 

 

 

次  第 

 

教育長挨拶 

 

【議事】 

１ 「未来の姿」について                                            p . 3 - 4 

 

２ 各ワーキンググループからの報告 

  （１）給食室運営（今後の見通しについて）            p . 5 - 6 

  （２）学校地域協働（関係団体のあり方について）                  p . 7 - 9 

  （３）カリキュラム（制服・金管バンドについて）                  p.10-12 

  （４）校名・移行イベント（開校式、校歌・校章について）          p.13-14 

 

３ 令和８・９年度開校準備委員会組織と参加者構成（案）について      p.15-25 

 

４ 意見交換（校名の絞り込みについて）                              p . 2 6 - 3 0 

 

５ その他 

 

 

 

【事務連絡】 

 （１）次回の開催について 

    第６回本部会については、１月下旬に開催予定です。 

開催１か月前を目途にご案内いたします。 

会議資料１ 



武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校開校準備委員会
本部会

令和７年１０月３０日
教育委員会事務局 武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校開校準備室

第５回
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会議資料２



１ 武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校の「未来の姿」について

２ 各ワーキンググループからの活動報告
（１）給食室運営より（今後の見通しについて）
（２）学校地域協働より（関係団体のあり方について）
（３）カリキュラムより（制服・金管バンドについて）
（４）校名・移行イベントより（開校式、校歌・校章について）

３ 令和８・９年度の開校準備委員会組織と
参加者構成（案）について

４ 意見交換（校名の絞り込みについて）

５ その他

次第
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１．武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校の「未来の姿」について

・子どもが中心となり、すくすく伸びやかに育つ学校
・多様な人材を活かし、地域の拠点となる学校
・９年間のたくさんの繋がりの中で、一人ひとりの可能性を広げられる学校
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Ａグループ

Ｂグループ

・９年間ならではの特色を活かして、子どもたちの可能性を伸ばす学校
・つながりあふれる地域の拠点となる学校

Ｃグループ

・多様な人とのつながりを活かし、多様な価値観をもつ子どもたちの育成ができる学校
・９年間のつながりと、９年間一貫したカリキュラムでの学び
・地域に親しまれる、多様な学びの拠点となる学校

前回（R7.7.24 第4回本部会）の意見交換より
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９年間を見通し、小中の繋がりを意識した系統立てられたカリキュラムが編成されている学校

９学年の幅広い交流の機会を通して一人ひとりの可能性を広げられる学校

校舎内・校舎間（縦の繋がり・横の繋がり）から生まれる多くの交流を通じ楽しく勉強でき居心地のよい学校

子ども（児童生徒）が学ぶ場として

各校の良さを残しつつ、９年間の縦の繋がりを通じて健やかにのびのびと安心して過ごせる学校

子ども（児童生徒）が学校生活を営む場として

安全に登下校ができ、学校内においても安全に生活できる学校

校舎間の交流を通じ互助的な精神を育成する学校

教職員の目が行き渡り、子どもたちに寄り添う学校

日頃から１～９年生が協力し合って生活し、多くの交流の中で絆を深められる学校

多様な考えや価値観を尊重し、活かし合うことのできる学校

地域から学び、地域も学ぶ学校 子どもたちと地域との活発な交流で、９年間をわくわく主体的に学べる学校

地域の核（拠点）として

笑顔とあいさつで地域の交流が豊かになり、皆で助け合う気持ちが高まる安全・安心な学校

学校を中心にした絆が地域の力を高め、人々に安心と生きがいを与える学校

親しみと愛着で地域から愛され、誰にとっても生涯の学びの拠点となる学校

小・中・校舎間の垣根を越えたそれぞれの教職員の交流による新たな連携と進化を生む学校

子どもに信頼され、適切に関われる教職員集団である学校

９年間の成長を教員・地域・保護者のチームとして見守る学校

教職員の役割と働く場として

１．武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校の「未来の姿」について

・９年間の一貫した教育活動を通して、子どもが中心となり、すくすく伸びやかに育つ学校

・９年間ならではのたくさんの繋がりの中で、多様な価値観をもつ一人ひとりの可能性が伸び、広がる学校

・多様な人材が交流し、地域から愛され、繋がりあふれる地域の拠点となる学校



開校準備に向けた準備（事務局内）

スケジュール

２．各ワーキンググループからの活動報告（１）給食室運営より（今後の見通しについて）
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開校準備委員会
ワーキンググループ

４回目

Ｒ８．１予定

開校準備委員会
ワーキンググループ

３回目

Ｒ7.６.５

開校準備委員会
ワーキンググループ

５回目〜

検討案提示、意見交換
〜Ｒ１０．３随時

既存の調理施設の
課題について

(炊飯器)
全日統一献立実施の検討

既存の調理施設の
課題について

(超音波洗浄機、消毒保管庫)
栄養教諭等の配置計画



【〜Ｒ８．３】
・既存給食室の現地調査を踏まえた厨房機器の増設及び食器類の導入
・栄養教諭及び補助員の配置に関する事項
【〜Ｒ１０．３】
・調理委託契約及び保守委託契約等の仕様及び契約手法
・沼影新校舎における調理器具類及び食器類の購入に関する事項
・会計処理、納入業者に関する事項
・衛生管理、献立マニュアル等に関する事項

・給食提供時間 ⇒前期課程（１〜６年）と後期課程（７〜９年）で現状の小中学校と
同様に概ね２０〜２５分程度、提供時間に差を設ける。
※開始時間については教育課程を考慮

・給食提供回数 ⇒前期課程は小学校、後期課程は中学校と回数を合わせる。

・３校舎の献立 ⇒全日統一献立を実施する。
※厨房機器の差を解消するために可能な範囲で機器の改修及び増設
等を行うこと。

※３校舎における支払い等の会計処理についても統一すること。

２．各ワーキンググループからの活動報告（１）給食室運営より（今後の見通しについて）
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ＷＧ意見交換事項

今後検討事項

（沼影、内谷、浦和大里校舎）



スケジュール

開校準備委員会
ワーキンググループ

学校運営協議会
PTA

チャレンジスクール
スクールサポートネットワーク

意見交換
Ｒ7.8.29

第３回学校地域協働WG
《意見交換内容》
・浦和大里小、沼影小、内谷中
の３校それぞれにの関係団体
について情報共有（組織、人
員、活動内容等について）

・３校が１校に統合することに
伴う懸念事項や課題、継続し
たい活動等の洗い出し（組織、
人員、活動内容等について）

・開校が遅れることでの課題や
懸念事項の洗い出しについて

開校準備委員会

ワーキンググループの内
容を報告

本部会
R7.10.30

第５回本部会

・ワーキンググループの
意見交換内容の報告

・報告内容について本部
会で意見交換

開校準備委員会
ワーキンググループ

学校運営協議会
PTA

チャレンジスクール
スクールサポートネットワーク

意見交換
Ｒ8.1月以降

第４回学校地域協働WG
《意見交換内容》
・本部会での意見交換等の共有
・本部会での意見交換等を受け
ての検討

・３校が１校に統合することに
伴う懸念事項や課題、継続し
たい活動等の洗い出し（組織、
人員、活動内容等について）

・開校が遅れることでの課題や
懸念事項の洗い出しについて
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２．各ワーキンググループからの活動報告（２）学校地域協働より（関係団体のあり方について）



￥

ワーキンググループの実施状況

①学校運営協議会について

・学校運営協議会は１つ設置。校舎毎に活動できる組織を設けたい。
・学校運営協議会委員は規定通り30名以内でどうか。校舎毎の組織にも30名の委員が

分かれて所属するのはどうか。
・校舎毎の組織で会議をもったうえで学校運営協議会を開催する流れがよい。

②PTAについて

・PTAとしては１つの組織だが、校舎毎に実働できる組織を設けてはどうか。
・PTA活動は3校の良い部分を取り入れつつ完全ボランティア制に移行できないか。
・デジタル化も含めてPTA活動の内容をよりよく変える良いタイミングである。
・未加入世帯を増やさないための取組が必要。
・３つの学校がよりよく１つの学校になるために今から準備をすすめたい。 8

実施日：８月２９日（第３回）
第２回目ＷＧ（R7.3月）での御意見を踏まえ、①〜④について意見交換を行った。

参加者からの主な御意見

２．各ワーキンググループからの活動報告（２）学校地域協働より（関係団体のあり方について）



￥

ワーキンググループの実施状況

③チャレンジスクールについて

・実行委員会の本部を１つ設置。校舎毎それぞれの分科会のような組織を設けたい。
・沼影校舎の７〜９年生に体験活動を導入する良いチャンス。５・６年は学習と体験

を流動的に選択できる活動（校舎の移動も含む）でもいいのではないか。
・ボランティアの確保、活動場所の確保が課題。

④スクールサポートネットワークについて

・各校のSSN協議会を継続させ、各校舎の現状を共有する会を定期的に設けてはどうか。
・現在学校毎に行われている活動を、開校後はどのようにするのが子どもたちにとっ

てよいのかについて、各団体で考えていきたいとの意見があった。
・防犯ボランティアの活動は学区が広がるため、ボランティアの確保ができるか心配。
・学校地域連携CNは、各校舎に１人ずつを配置してはどうか。 9

実施日：８月２９日（第３回）
第２回目ＷＧ（R7.3月）での御意見を踏まえ、①〜④について意見交換を行った。

参加者からの主な御意見

２．各ワーキンググループからの活動報告（２）学校地域協働より（関係団体のあり方について）



２．各ワーキンググループからの活動報告 （３）カリキュラムより（制服・金管バンドについて）
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第１回（６月）

①
②

①
②

事務局で意見の整理・
関係校と資料作成

ワーキンググループ
意見交換

１０月
本部会

本部会へ
報告

ワーキンググループ
意見交換 制服検討

委員会

令和７年度カリキュラムワーキンググループで行う意見交換の内容

① 制服について ③ 日課表について
② 金管バンドの活動について ④ クラブ活動について

現状把握と
課題の整理

第２回（９月）

課題解決策の
検討と提案

短期的なスケジュール

③
④

③
④

事務局で意見の整理・
関係校と資料作成

ワーキンググループ
意見交換

１月
本部会

本部会へ
報告

ワーキンググループ
意見交換

関係校

現状把握と
課題の整理

第４回

課題解決策の
検討と提案

第３回

関係校
金管バンド

「未来の姿」
のイメージを
ワーキンググ
ループと共有

「本部会からの助言」・
「未来の姿」をワーキン
ググループと共有
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２．各ワーキンググループからの活動報告 （３）カリキュラムより（制服・金管バンドについて）

金管バンドに関する意見交換について
（１）第１回の意見交換を踏まえた、第２回の検討事項 （２）第２回WG意見概要

※令和７年度第２回カリキュラム
WG配布資料より

・校舎が離れた４年生の入部・
活動には、移動が伴うため、
活動時間の確保や移動時の安
全性の確保等に課題がある。

・４年生にも入部を希望する児
童がいる可能性がある。

・吹奏楽部に吸収する形で５年
から９年まで合同で活動した
場合には、小・中それぞれの
大会等に参加できる年齢の決
まりを考慮する必要がある。

0校舎や発達段階の垣根を越えた、ゆるやかな
つながりを築く「金管バンド」を目指してはどうか。

①入部は５年生からとし、基本活動場所を沼影新設校舎
とするのはどうか。

②１〜４年生にも活動の様子が見られるように、演奏会、
交流会等を開催するのはどうか。（オンライン等も含
む）

③体験として、４年生の希望者が参加できる期間を設け
るのはどうか。（「学期に数回」、「３学期を中心
に」等）

④吹奏楽部とは個人練習やパート練習の際に、合同で活
動し交流の機会をつくるのはどうか。
また、大会や演奏会等に応じて練習する曲が異なる際
には小学校段階・中学校段階別に活動するのはどうか。

【留意事項】
・小・中学校段階で活動が別になることを考慮し、保護

者会についても別組織とし、会計を別にするのはどう
か。

【①について】
・移動に関する課題が解決できる
・２年間の活動目的を明確にする必要がある
・沼影新設校舎での活動は７〜９年生からもアドバイ

スを受けやすい
【②について】
・運動会や音楽会等の各行事も含め、上級生の様子を

見られる機会は、あこがれをもてるようになる
・交流会の際に、楽器を体験できる
・交流会は、下級生が参加しやすいよう、いつ・どの

ように開催するか
【③について】
・４年生に参加機会を設けることはよい
・頻度、引率者等をどうするか
・３年生の参加は認めるか
【④について】
・年間スケジュールから合同、単独を計画する
・７年時に部活動の選択をする機会がある
・同じ校舎での活動となるので、場所や時間の面で、

十分な活動ができるか
・指導者の配置をどうするか

（３）カリキュラムワーキンググループの意見交換を踏まえた今後の方向性
【５年生から入部】
・２年間の明確な活動計画の作成
・７〜９年生との活動機会の創出（合同・単独の年間スケジュール）
・活動場所の設定
・指導者の配置

【下級生との交流】
・４年生以下が参加しやすい演奏会、交流会等の企画
（体験型、オンライン型等）
・運動会や音楽会等の各行事も含めた教育活動の計画



２．各ワーキンググループからの活動報告（４）校名・移行イベントより（開校式、校歌・校章について）

校舎及び棟の呼び方について

西棟

中央棟

東棟
浦和大里校舎
（現在の浦和大里小学校）

沼影校舎
（現在の沼影小学校）

内谷校舎
（現在の内谷中学校）

武蔵浦和駅

○ 校舎名 ○ 沼影校舎の各棟の呼び方（開校当初の便宜上のもの）
：校名募集時より使用中 ：開校後、在籍児童生徒の意見をもって決定

校章及び校歌について
・校章や校歌については、ともに開校年度の二学期に学校が決定することを目安に、

開校後に児童生徒が主体となって募集を行って決定していく。
⇒ 募集方法の詳細は４月当初に学校が決定（先行事例：生徒会による生徒への募集など）

・校歌は、地域にゆかりのある人に作詞や作曲をしてもらえるとよいという意見があった。13



２．各ワーキンググループからの活動報告（４）校名・移行イベントより（開校式、校歌・校章について）

移行イベントについて
・本義務教育学校の開校前の各学校のイベント（閉校式等）は各学校が実施する。
→ 校名・移行イベントワーキンググループでは、開校式について意見交換を行った。

内谷校舎浦和大里校舎沼影校舎
・在校生 (２〜４年生）が参加
・オンラインで参加
→オンライン接続場所として考えられる場所

① 各校舎体育館 ② 各校舎教室
③ 沼影校舎の教室
（沼影校舎の在校生が体育館にいる間）

・在校生 (５〜９年生）と
来賓が参加

・式の様子をオンラインで
中継

・会場：体育館（アリーナ）

開校式
(イメージ)

○開校式について……市主体で実施
・次第：本市の先行事例(右)と同様
・時程や日程：元の三校と開校前年度に

打ち合わせて決定
・実施方法：各校舎で同時に実施し、

以下のようにオンライン
中継の予定。

開校式の次第（先行事例）
１ 開 式 の 言 葉
２ 国 歌 斉 唱
３ 鍵 引 渡 し ・・・市長→校長と児童生徒２名
４ 式 辞
５ 来 賓 祝 辞
６ 来 賓 紹 介
７ 祝 電 披 露
８ 誓 い の 言 葉・・・代表児童生徒
９ 閉 式 の 言 葉

14



開校準備委員会では、通学区域や制服のあり方など、義務教育学校の開校に向けた準備を学
校・家庭・地域・行政が連携・協働して進めています。

学校

家庭

地域

行政

校長、教頭等（５６名）

ＰＴＡ役員等の保護者（のべ４１名）

学校運営協議会委員、自治会等（のべ４５名）

さいたま市教育委員会事務局（開校準備室、各ワーキンググループ筆頭所管課所室等）

学校

家庭

地域

行政

学識経験者 大学教授

学識
経験者

15

３．令和８・９年度の開校準備委員会組織と参加者構成（案）について



推薦や公募によるのべ１４０名を超える参加者と、今後も様々な意見交換を行います。

学校

家庭

地域

行政
学識
経験者

16

3つの学校がよりよく１つ
になれるよう考えていき

たい。

教育委員会や関係者は
「失敗を恐れず挑戦する

姿勢」を持つべき。

皆様方の力を借りて作り
上げていくというプロセ

スを重視している。

意見交換を重ね、地域と
学校がつながり、新しい文
化と教育の核が生まれる
可能性を感じている。

大人数かつ９年間かかわ
れることで、地域も保護
者も面白い交流が生
まれるだろう。

子どもたちは開校を楽し
みにしている。

３．令和８・９年度の開校準備委員会組織と参加者構成（案）について
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３．令和８・９年度の開校準備委員会組織と参加者構成（案）について
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３．令和８・９年度の開校準備委員会組織と参加者構成（案）について
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【ワーキンググループの参加者（保護者）募集要項】のうち、通学区域ワーキンググルー
プの募集人数を以下のとおり改定する。

【現行】

２ 募集人数
（１）募集人数は以下のとおりとす

る。
①通学区域ワーキンググループ

については、浦和別所小学校、
西浦和小学校、辻小学校、沼
影小学校、浦和大里小学校、
内谷中学校（以下、「関係６
校」という。）の各校から保
護者１名〜２名とする。

【改定案】

２ 募集人数
（１）募集人数は以下のとおりとす

る。
①通学区域ワーキンググループ

については、浦和別所小学校、
西浦和小学校、辻小学校、沼
影小学校、浦和大里小学校、
内谷中学校（以下、「関係６
校」という。）の各校から保
護者１名とする。（※別途、
各校からＰＴＡ役員１名の
推薦を募る。）

⇒家庭（保護者）の声に加え、通学上の安全性（見守り、通学班等）に継続的に
かかわっているＰＴＡ組織の意見もいただきたいと考えたため。

３．令和８・９年度の開校準備委員会組織と参加者構成（案）について
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【ワーキンググループ及び本部会の参加者に係る関係団体からの推薦についての要項】の
うち、通学区域ワーキンググループの推薦人数を以下のとおり改定する。

【現行】

２ 推薦人数
（１）学校からの推薦人数は以下の

とおりとする。
① 通学区域ワーキンググループ

については、浦和別所小学校、
西浦和小学校、辻小学校、沼
影小学校、浦和大里小学校

（以下、「関係小学校５校」と
いう。）の各校から青少年育
成地区会構成員１名とする。

【改定案】

２ 推薦人数
（１）学校からの推薦人数は以下の

とおりとする。
① 通学区域ワーキンググループ

については、浦和別所小学校、
西浦和小学校、辻小学校、沼
影小学校、浦和大里小学校

（以下、「関係小学校５校」と
いう。）の各校から青少年育
成地区会構成員１名、関係小
学校５校及び内谷中学校（以
下、「関係６校」という。）
の各校からPTA役員１名とする。

３．令和８・９年度の開校準備委員会組織と参加者構成（案）について

⇒家庭（保護者）の声に加え、通学上の安全性（見守り、通学班等）に継続的に
かかわっているＰＴＡ組織の意見もいただきたいと考えたため。
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学校参加者（教頭）を以下のワーキンググループに追加する。

【現行】

①校名・移行イベントワーキング
グループのみ

【案】

①学校地域協働ワーキンググループ
（学校運営協議会、ＰＴＡ、チャ
レンジスクール、ＳＳＮ）

②学校事務運営ワーキンググループ
（人事配置、必要物品、校内イン
フラ、物品移送等）

⇒・校名・移行イベントワーキンググループが終了するため。
・学校地域協働WG、学校事務運営WGの調査研究・検討において、教頭が加わること

で、より学校の実情に応じた意見交換を行うため。

３．令和８・９年度の開校準備委員会組織と参加者構成（案）について



Ｒ８・９
再編予定

Ｒ６・７
参加人数

主な調査研究
事項参加者の構成

１９１９
・各ワーキンググ

ループからの素
案の協議等

学校：校長（６校×１名）
家庭：ＰＴＡ役員（６校×１名）
地域：学校運営協議会委員（６校×１名）
その他：学識経験者（１名）

本部会

３６３４
・通学区域
・通学路
・通学方法

学校：学校地域連携コーディネーター等（６校×１名）
家庭：ＰＴＡ役員（６校×１名）

保護者（６校×１名）
地域：自治会（関係４地区×若干名）

青少年育成会（小学校５校×１名）

通学区域

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

２７２２
・学校行事
・クラブ活動や

委員会活動等
・学用品
・特別支援教育

学校：教務主任等（６校×１名）
教員（浦和別所小・沼影小・浦和大里小・内谷中×１名）

家庭：保護者（６校×１〜２名）
地域：青少年育成会（小学校５校×１名）
その他：児童生徒（児童会・生徒会で話合いやアンケートの実施を想定）

学識経験者（必要に応じて助言をもらう）

カリキュ
ラム

２８２３
・学校生活の

きまり等
・Solaるーむ
・さわやか相談室

学校：生徒指導主任等（６校×１名）
教育相談主任等（６校×１名）
教員等（浦和別所小・沼影小・浦和大里小・内谷中×１名）

家庭：保護者（６校×１〜２名）
その他：児童生徒（児童会・生徒会で話合いやアンケートの実施を想定）

学校生活

２１１５
・学校運営協議会
・ＰＴＡ
・チャレンジ

スクール
・ＳＳＮ

学校：教頭（６校×１名）
学校地域連携コーディネーター等（沼影小・浦和大里小・内谷中×１名）

家庭：ＰＴＡ役員（沼影小・浦和大里小・内谷中×１名）
地域：学校運営協議会委員（沼影小・浦和大里小・内谷中×１名）

チャレンジスクール（沼影小・浦和大里小・内谷中×１名）
ＳＳＮ（沼影小・浦和大里小・内谷中×１名）

学校地域
協働
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３．令和８・９年度の開校準備委員会組織と参加者構成（案）について



Ｒ８・９
再編予定

Ｒ６・７
参加人数

主な調査研究
事項参加者の構成

３３
・保健室運営
・保健室（施設）
・学校安全等

学校：養護教諭（沼影小・浦和大里小・内谷中×１名）保健室
運営ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

３３
・調理業務
・給食室（施設）
・配膳計画等

学校：栄養教諭等（沼影小・浦和大里小・内谷中×１名）給食室
運営

９３
・人事配置、費用
・必要物品
・校内インフラ

学校：教頭（６校×１名）
学校事務職員（沼影小・浦和大里小・内谷中×１名）

学校
事務
運営
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３．令和８・９年度の開校準備委員会組織と参加者構成（案）について



Ｒ９Ｒ８Ｒ７Ｒ６年度

1月10月5月1月10月5月1月10月7月4月10・1月本部会

本部会の各回において、各ワーキンググループからの報告に対する意見交換等を行う

通学区域

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

カリキュ
ラム

学校生活

学校地域
協働

給食室
運営

保健室
運営

学校事務
運営

通学区域の調査研究、意見交換 通学路・通学方法・通学路安全対策の調査研究、検討・実施

特色あるカリキュラムの調査研究・意見交換、部分的施行実施

学校運営協議会・ＰＴＡ・チャレンジスクール・ＳＳＮの組織等についての調査研究、意見交換

給食施設・給食室運営の調査研究、意見交換

既存施設の改修、新設施設（レイアウト・ＩＣＴ設備等）環境整備計画、人事（配置・人件費）の検討

24・・・家庭、地域からも参加 ・・・学校、行政のみ ・・・今回募集する参加者の参加期間

学用品・部活動・日課表の調査研究、意見交換

学校生活のきまり・教育支援・相談体制の調査研究、意見交換 学校生活のきまり・教育支援・相談体制の調査研究、意見交換、環境整備

給食室運営の調査研究、意見交換

保健室運営の調査研究、意見交換 保健室運営の調査研究、意見交換、マニュアル作成

３．令和８・９年度の開校準備委員会組織と参加者構成（案）について
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３．令和８・９年度の開校準備委員会組織と参加者構成（案）について



応募状況
＜応募件数＞ 計 ・・・・・・1,353件 （うち在校生1,107件）

校名選定の現状とその後の校名検討の流れ

開校準備委員
会での絞込み

公募結果の
集計

ワーキンググループ
（7・8月）事務局

意見交換
結果のまとめ

事務局
市内部検討 学校設置条例

改正

ワーキンググループ
と本部会の意見を
踏まえ、候補1個を選定

未来の姿
アンケート結果

公募終了

6月8日

26

開校準備委員
会での絞込み

本部会
（10月）

（10月）第５回本部会
・ワーキンググループの話合い

まとめ資料をもとに
① ５個程度の校名案に絞り込み
② 選定した思いを共有

４．意見交換（校名の絞り込みについて）



４．意見交換（校名の絞り込みについて）
校名アイデアの絞り込み結果

27



選定理由該当校名案
「武蔵浦和」は三校の児童生徒が利用する駅名であるため、三校を
平等に扱うイメージがあり、「愛着が持てる」という選定基準にも
合うのではないか。

①武蔵浦和 ②武蔵うらわ
③武蔵浦和学園 ④武蔵浦和みらい
⑩むさし浦和

「学園」は「学びの園」として、「みんなで育っていく場所」とい
うアピールになる。報道等で仮称として使われているケースもあり、
「愛着が持てる」という選定基準にも合うのではないか。

③武蔵浦和学園

子どもたちの「未来の姿」を考える上で、プラスのイメージを持つ
「未来」を取り入れるのはどうか。

④武蔵浦和みらい ⑦武蔵未来
⑧武蔵みらい

「三つの校舎が一つの森になる」という応募理由のストーリー性が
よいと思う。⑤彩の杜
さいたま市の南側かつ南区にあるということから、地域性のある名
前として「南」を取り入れるのもよいと思う。⑥武蔵みなみ ⑨さいたま南

個別の校名案ごとの選定理由等 ＊番号は左の枠に対応

❶「義務教育学校」と合わせたとき、漢字が長く続かないよう、ひらがなが入った方が
響きがやわらかくなるのではないか。

⇔ 一方「将来にわたって愛着が持てる」という選定基準から考えると、世間に通用して
いる表記を用いるのがよいのではないか。

❷表の通り、「武蔵浦和」という名前を大事にしたいという意見が多かった。

全体的な絞り込みの方針に関する意見
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４．意見交換（校名の絞り込みについて）



❶ 募集の際に示した選定基準に即した選定を行う。

❷ 本部会で検討している「未来の姿」を拠り所とする。

❸ （参考）校名・移行ワーキンググループであがった校名に関する意見抜粋
・新しさ、未来が感じられ、親しみも感じられるものがよい。
・武蔵浦和地区の発展し続けるようなイメージが浮かぶものがよいのではないか。
・大きく開けていく、あるいは伸びていくようなイメージの校名がよいのではないか。
・子どもたちにも分かりやすい、覚えやすい。
・発音しやすい、呼びやすい、書きやすい、読みやすく、親しみがもてる
・○○第一といったナンバースクールは避けた方がよい。

選定基準
①地域性があり将来にわたって愛着が持てること。
②さいたま市における、既存の学校名と同一の名称でないこと。

校名アイデア絞り込み時に参照していただきたい事項

第４回本部会（７月）提案時点での「未来の姿」（抜粋）
【地域の核（拠点）として】
・南区の顔、交流の拠点となる学校
・多様な人材を活かし、地域から学び、地域も学ぶ学校
・親しみと愛着で地域から愛され、誰にとっても生涯の学びの拠点となる学校

29

４．意見交換（校名の絞り込みについて）



上位

下位

意見交換

上位

下位

（グループの絞り込み） ※ 選定理由などのメモにお使いください

・上の段にあるほど、
「とくによいと考えている」
アイデアとして記入します。

・同じくらいよいと考えている
ものは、同じ段に記入できる
図です（細かい順位を決める
必要はありません）。

・５マスに収まるように作成を
お願いします。

（個人での絞り込み）※ ＷＧの絞り込み結果を参考に５個の校名案を作成する
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４．意見交換（校名の絞り込みについて）



次回の本部会は
１月下旬開催予定です。

本日はご参会頂き、
ありがとうございました。
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